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〔学会報告〕

青 少 年 の 自殺 予 防

藍野 医療フ ォーラム2008「 青少年 の 自殺予 防を考 え る」 を開催 して

足 利 学*,飯 田 英 晴*,岸 田 秀 樹*

江 副 智 子**,柴 田 真 理子**

2008年9月14日(日),茨 木市民会館大ホールに

おいて,学 校法人藍野学院 ・医療法人恒昭会の主催で

藍野医療 フォーラム2008「 青少年の自殺予防を考え

る」を開催 しました。この日は 「自殺予防週間(9月

10日 ～16日)」 で もあ り,医 療 ・福祉関係者 や教育

関係者など幅広い分野か ら256名 の方々にお集まりい

ただきました。

1.は じ め に

さて,わ が国では1998年 に自殺者数が3万 人台に

急増 して以来,今 日まで減少す ることがない状況が

続いており社会問題 になっています。自殺対策基本

法 も制定 されましたが,依 然 として 自殺問題や自殺

予防に関する関心 は浸透 しているとは言い難 く,む

しろタブー視す る傾向があります。また,青 少年 を

とりまく社会の状況 は,め ま ぐるしく変化 していま

す。このような中で,一 部の青少年は人間関係が うま

くもてずに,う っ,引 きこもり,不 登校,リ ス トカッ

ト,自 殺 に至 る場合 もみ られるようになってきまし

た。本 フォーラムを開催することによって,多 くの

人に関心を持 って もらうこと,自 殺を取 り巻 く現状

を知 って もらう機会になるよ うにと私たちは考えて

います。

2.青 少年 の自殺予防を考え る

藍野 医療 フ ォーラム2008

本フォーラムは,基 調講演に先立ち,小 山昭夫(藍

野学院学院長)に よる開会の挨拶,八 木章治氏(茨 木
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市教育長)に 来賓のご挨拶をお願いしました。

最初の基調講演では,自 殺研究の第一人者である防

衛医科大学校教授の高橋祥友氏をお迎えし,「青少年

の自殺予防の基礎知識」 と題 して,日 本の自殺の現状,

青少年の自殺の特徴や背景,自 殺を打ちあけられた時

の対応など,自 殺予防に関してさまざまな視点からご

講義いただきました。

後半のパネルディスカ ションでは,コ ーディネー

ターの飯田英晴(藍 野大学),パ ネラーの佐谷力氏

(大阪府教育センター),橋 本大彦(藍 野大学),足 利

学(藍 野大学)が 「青少年の自殺予防を考える」と題

して,各 人のこれまでの臨床現場での事例を紹介 しま

した。教師,医 師,臨 床心理士のそれぞれの立場か ら,

青少年の自殺予防に向けた医療や教育のあり方につい

て活発な議論がなされ,1時 間余 りにわたるフォーラ

ムを閉会 しました。


